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平成 16 年度土木学会北海道支部年次技術研究発表会, 函館国際ホテル, 2005 年 2 月 

23. 松本浩嗣，佐藤靖彦，立石晶洋，「圧縮疲労荷重下におけるコンクリートの変形モデル

について」，コンクリート構造物の長期性能照査支援モデルに関するシンポジウム，

2004 年 10 月 

24. 松本浩嗣，佐藤靖彦，上田多門，「多様な環境および載荷条件下におけるクリープひず

み予測式の提案」，平成 15 年度土木学会北海道支部年次技術研究発表会，札幌コンベン

ションセンター，2004 年 2 月 

 

解説・総説・雑誌記事等 

1. 松本浩嗣，「インフラマネジメント技術国際展開研究助成の創設と今後への期待」，土木

学会誌，Vol. 105, No. 6, 2020 年 6 月 

2. 松本浩嗣，長井宏平，「ミャンマーで吊橋が崩落 日本の大学と企業の合同チームが調

査を実施」，橋梁と基礎，Vol. 52, pp. 64-65, 2018 年 9 月 

 

外部資金獲得状況 

1. 科学研究費補助金 基盤研究（Ｂ）「放射線技術の活用によって生産性を著しく高める

コンクリート新材料開発手法の提案」（令和 3～5 年度）【研究分担者】 

2. 科学研究費補助金 国際共同研究加速基金（国際共同研究強化（Ｂ））「損傷後に補修し

た RC 構造性能評価のための微細構造解析システムの構築」（令和 3～6 年度）【研究分

担者】 

3. 科学研究費補助金 基盤研究（Ａ）「層学習を実装した微細構造解析による鉄筋コンク

リート内部損傷の逆推定と性能評価」（令和 3～6 年度）【研究分担者】 



4. 土木学会インフラマネジメント技術国際展開研究助成「ミャンマーの橋梁に対する各

種非破壊検査・モニタリング技術の適用とナレッジマネジメントに基づく人材育成体

制の提案」（令和 2～3 年度）【研究代表者】 

5. 科学研究費補助金 基盤研究（Ｃ）「遅延エトリンガイト生成によるコンクリートのひ

び割れメカニズムと構造性能の関連評価」（平成 30～令和 2 年度）【研究代表者】 

6. 科学研究費補助金 若手研究（Ａ）「塩害環境下で疲労を受ける RC 構造物に対する耐

久性評価手法の開発」（平成 26～28 年度）【研究代表者】 

7. 科学研究費補助金 挑戦的萌芽研究「損傷クリープを考慮した若材齢コンクリートの

ひび割れ予測手法の開発」（平成 26～27 年度）【研究代表者】 

8. 科学研究費補助金 基盤研究（Ｂ）「社会インフラ再生に向けた既設コンクリート構造

物の新しい補強方法」」（平成 26～28 年度）【研究分担者】 

9. 科学研究費補助金 若手研究（Ｂ）「画像解析による RC 棒部材のせん断耐荷機構の評

価と設計の高度化」（平成 23～25 年度）【研究代表者】 

10. 科学研究費補助金 基盤研究（Ａ）「既存コンクリート構造物の長寿命化に向けた総合

化技術の構築」（平成 22～24 年度）【研究分担者】 

 

委員会活動等 

日本コンクリート工学会「コンクリート工学編集員会」委員，2023～（継続中） 

土木学会「インフラメンテナンス総合委員会」委員，2022～（継続中） 

日本道路協会「道路橋示方書改訂委員会」，委員，2022～（継続中） 

土木学会コンクリート委員会「高強度繊維補強セメント系複合材料の構造利用研究小委員

会」，幹事，2021～（継続中） 

土木学会「令和 4 年度全国大会プログラム編成委員会」委員 

土木学会「令和 3 年度全国大会プログラム編成委員会」委員 

土木学会コンクリート委員会「示方書改訂小委員会」委員，2020～2022 年 

日本コンクリート工学会北海道支部執行委員会委員，2020～（継続中） 

土木学会「令和 2 年度全国大会プログラム編成委員会」委員 

土木学会コンクリート委員会「示方書連絡調整小委員会」主査幹事，2019～2021 年 

北海道土木技術会コンクリート研究委員会委員，2019～（継続中） 

土木学会「インフラメンテナンス総合委員会 新技術適用推進小委員会 国際展開部会 

幹事長，2019～（継続中） 

土木学会コンクリート委員会「コンクリート構造物の耐凍害性確保に関する調査研究委員

会」委員，2019～2021 年 

日本コンクリート工学会「第 3 回 ACF シンポジウム実行委員会」委員 

土木学会「平成 30 年度全国大会プログラム編成委員会」委員 

土木学会「平成 29 年度全国大会プログラム編成委員会」委員 



土木学会コンクリート委員会「既設コンクリート構造物の構造性能評価研究小委員会」主査

幹事，2016～2021 年 

土木学会コンクリート委員会「亜鉛めっき鉄筋指針改定小委員会」委員，2016 年～2018 年 

土木学会「平成 28 年度全国大会プログラム編成委員会」委員 

日本コンクリート工学会「コンクリート工学年次大会 2016 査読委員会」委員 

日本コンクリート工学会「コンクリート工学年次大会 2015 査読委員会」委員 

日本コンクリート工学会「コンクリート工学年次大会 2015 総務部会」委員 

土木学会コンクリート委員会「鉄筋コンクリート構造の疲労破壊研究小委員会」委員，2013

年～2015 年 

土木学会コンクリート委員会「繊維補強コンクリートの構造利用研究小委員会」委員，2012

～2018 年 

土木学会コンクリート委員会「国際関連小委員会」委員，2011 年～（継続中） 

土木学会コンクリート委員会「コンクリート構造物のせん断力に対する設計法研究小委員

会」委員，2010 年～2012 年 

日本コンクリート工学協会北海道支部「凍害と耐久性設計研究委員会」委員，2005～2008 年

度 

 

受賞等 

平成 25 年 7 月 日本コンクリート工学講演会優秀講演賞 

平成 25 年 6 月 土木学会吉田賞（論文部門） 

平成 24 年 9 月 土木学会年次学術講演会優秀講演者賞 

平成 23 年 9 月 土木学会年次学術講演会優秀講演者賞 

平成 22 年 5 月 土木学会吉田研究奨励賞 

平成 19 年 7 月 日本コンクリート工学講演会優秀講演賞 

 

以上 


